究極のコンパス、マイクロレーサーの特長と使い方（β版）
　シルバコンパスを買ったけれど使いこなせない、使っていない。まずはマイクロレーサーで、基本的なコンパスの使い方を身につけませんか？
 コンパスの基本はただ一つ、北が分かること。北が分かれば方位が分かり、自分が向かっている進行方向や、地形の方向が把握できます。地形が比較的はっきりしている日本では、この二つが道迷い防止に大きな力を発揮します。
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★注：本使用説明書は、マイクロレーサーを使ったナヴィゲーション技術を簡潔にお伝えすることを目的としています。操作場面の事例については単純化してあります。実際のナヴィゲーションでは、この通りには行かない場合もあるので、実践に活用するためには練習が必要です。


コンパスの使い方を習得するため、以下のステップで練習をしてみましょう。

【ステップ１】北を指す
コンパスの磁針を見て、北がどちらかを指さしてみましょう。この時、図のように、白い針の後ろ側に立つと北をより正確に示すことができます（図１）
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【ステップ２】自分が向いている方向を読み取る
　コンパスを正面に構え、適当な方向を向いて、今自分がどちらの方向を向いているかを８方位で言ってみましょう。図２ａでは、北西となります。図２ｂ～ｄそれぞれどちらを向いているでしょうか。
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【ステップ３】地図から読み取った方向を向く
　下の図３ａ～ｄ、それぞれの道の方向を読みとり、その方向（＞の向き）を向いてみましょう。
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【ステップ４】整置で進行方向を決める
　ステップ３までは、地図とコンパスを別々に使いました。しかし、地図から方向を読み取りコンパスを操作するという二つの手間が必要になります。この手間を一つに減らして素早い方向確認を可能にするのが整置という地図を扱うテクニックです。整置とは地図と実際の方向を一致させることです。その状態で地図上で進む方向を向けば、そのまま実際の方向を向いていることになります。
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図４：整置された地図は図ｂ

　図４では、目印（特徴）を使って整置しました。しかし、山の中でははっきりした特徴がなく、似たような尾根・谷が多いので、特徴だけでは整置ができず、コンパスが必要になります。
図５のように、地図の北（通常の地図の場合には、磁石が指す北である磁北線を予め引いておく必要があります）を平行にすると整置ができます。
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　付録（図15）を使って、コンパスで地図を整置して、○からａ～ｄそれぞれに進むつもりになって、進む方向を向いてみましょう。
【ステップ５】正しい道かどうかを判断する
　道の分岐に来ました。正しい道は、整置された地図上では、地図と同じ方向を向いた道です。図７でもし上の道（→の方向）に進みたいなら、それと同じ方向を向いたａの道に進めばいいわけです。これは道だけでなく、谷や尾根の方向を確認するときにも使えます。
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■問題の解答

【ステップ２問題解答】

ｂ：東、ｃ：北東、ｄ：南東
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【ステップ３問題解答】

それぞれ、体に対して図のような方向に磁針が向いていれば、正しい方向を向いたことになります。

【ステップ４問題解答】
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図１５（進行方向確認のためのコンパスの使い方ステップ４付録図の解答）ａ～ｄそれぞれで、コンパスが図のようになっていたら正しい方向を向いたことになる。


　あなたは尾根にいます。では図８のどこにいるでしょう？この情報だけでは、地図の中のどの尾根にいるか分かりません。これがもし「南東向きの尾根」だと分かったら、可能性は一つの尾根に絞られます。南東向きの尾根だということはコンパスで分かります。これが現在地を知るためにコンパスが重要な理由です。
　以下のようなステップで練習してみましょう。

【ステップ１】尾根・谷・道（以下では尾根で代表させます）の方向を読み取る

　図９ａのように、尾根の方向を向き、手を体の前に構え、磁針を使って尾根の方向を読み取ります。その方向の尾根を地図上で探します。図９ａの場合南東の尾根ですから、図８の中では○の尾根だと分かります。
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図９ｂ～ｄも同様に尾根を向いているとした時、それぞれの場合、図８のどこにいるでしょう。

【ステップ２】整置を使う
　現在地の絞り込みも整置を使うとより効率的です。地図を整置した状態で、尾根の方向を向いてみましょう（図10ａ）。自分の体の向きと同じ方向の尾根を地図で探してみましょう。図10ａの場合→の尾根になります。図11ａ～ｃのそれぞれの場合、図10のどの尾根にいるでしょう。
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【ステップ３】方向の変化を使って、さらに絞り込む
　地形の方向が変わる場所を捉えると、前後の方向という二つの情報が利用できるので、さらに自分がいる場所を絞れます。もし、尾根の方向が北北東という情報だけなら、ａｂ二つの可能性がありますが、それがほぼ東に変わったことが分かれば図12ならａに絞られます。
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■問題の解答

【ステップ１問題解答】
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【ステップ２問題解答】
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一番下のｃについては、やや方向が異なるが、この程度の違いでは、実践の中では区別が難しい


　こういうコンパスの使い方ができるためにも、地図から尾根、谷といった線状の特徴物を読み取る必要があります。その方向を読み取り、常に意識しましょう。
【ステップ１】高いところ／低いところを探す

　高いところはピーク。それより中側に等高線のない閉じた等高線がピークです。また川が流れているのは低いところ。図13では、ａが低いところｂの○印が高いところ
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【ステップ２】尾根線、谷線を探す

尾根線は地形が出っ張ったところが線状になった場所ですが、等高線では、高い場所から外側に向かって凸に描かれた場所、逆に高い場所に向かって凸に描かれた場所が谷になります（図14）。
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付録：進行方向の確認にコンパスを使うステップ４：整置してａからｄそれぞれの道の方向を向く
■マイクロレーサーの特長


①シンプルで操作が簡単


　ベースプレートコンパスは、初心者の練習時には必要のない目盛りや可動部分が気になります。マイクロレーサーなら、磁針に確実に注意を向けて、コンパスを活用できます。


②コンパクトなので、手につけていても邪魔にならない


　山での移動中は手を空けていたいもの。マイクロレーサーなら、指につけていても邪魔になりません。


③指に着けられるので、必要な時にすぐ確認が可能。


　山での道間違いは遭難の第一原因。本当にこの道？そんな時、マイクロレーサーなら、瞬時にルートの方向確認ができ、道迷いを防止します。初心者はもちろん、上級者にとってもシンプルに使いこなせるコンパスです。





■進行方向確認のためのコンパスの使い方








■現在地を絞り込むコンパスの使い方





■コンパスを生かす地図読み








